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愛知県立大学とタイ・ナワミンタラティラート大学は、 
包括協定に関する覚書（MOU）を締結しました 

 

愛知県立大学とタイ・ナワミンタラティラート大学は、本学看護学部を中心とした学術交流の包括協

定に関する覚書（MOU）締結に向けた協議を重ね、本年 3 月に両者の合意による協定締結を行いまし

た。2019 年 7 月より、本学看護学部を中心とした教職員や研究者の学術交流や相互の学生交流を実施

する予定です。 

なお、ナワミンタラティラート大学のあるバンコク都と愛知県は 2012 年 7 月に相互協力に関する覚

書を締結しており、地域の看護教育の分野で公立大学として役割を果たすことが期待されます。 

 

 

   

 

 

2018 年 10 月 愛知県立大学訪問（副学長、看護学部教員等 9 名、愛知県立大学ホームページ） 

https://www.aichi-pu.ac.jp/news/2018/news_20181019_4910.html 

 

バンコク都の概要（県との関連事業の実績、愛知県ホームページ） 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kokusai/bankoku.html 

 

 

 

 

協定大学や交流協定の経緯などは別紙資料をご参照ください 

平 成 3 1 年 3 月 1 5 日 （金） 

愛知県立大学戦略企画・広報室 

担当：藤本 

電話：0561-76-8636 



記者発表資料 別紙 

教育研究機関名 

英語及び原語名称 

ナワミンタラティラート大学 

Navamindradhiraj University 

所在国・地域 タイ、バンコク都 

協定内容（交換人

数、授業料徴収有無

等） 

主に看護学部を中心とした学術交流 

１．教職員及び研究者の交流 

２．学生交流プログラムの開発と実施 

３．相互利益のある分野の共同研究の実施 

４．情報及び学術出版物の交換 

５．教育及び研修協力の支援 

機関の概要 

ナワミンタラティラート大学の前身は、医大と看護大学に遡る。 

1914 年に、国王がバンコク都民のために Vajira 病院(現医学部の前身)を設立。そ

の後 1954 年、1970 年に関連した看護学校を設立し、1976 年にその二つが合併し

て Kuakarun 看護大学となる。2010 年、国王陛下在位 60 周年（2006 年）に敬意

を表し、Vajira 病院とその医学部と合併し、タイではじめて地方自治体が創立し

た高等教育機関であるバンコク大学となった。2013 年に、ナワミンタラティラー

ト大学と改名。 

現在は、医学部、看護学部、都市開発機構、都市コミュニティ学部がある。 

協定締結までの 

経緯 

愛知県国際課より、姉妹都市訪問団の高校生が訪問している大学であるナワミン

タラティラート大学の紹介があり、学術交流を検討。2018 年 10 月、副学長及び

看護学部教員等 9 名が本学を訪問し、久冨木原学長への表敬訪問、看護学部教員

との会議及び近隣の病院や特別養護老人ホームなどの関連施設の視察を実施。

2019 年１月、本学教員 5 名がナワミンタラティラート大学を訪問し、学内施設の

視察を実施。これらの交流を通じて、学生交流、共同セミナーの実施、外部資金

獲得、共同研究等、今後の学術交流について議論を進めている。 

協定締結の意義 

本学看護学部で、東南アジアの大学と学術交流を締結するのは初めてのことであ

る。また、看護学部を有する大学間の交流により、研究面では教職員や研究者の

交流による共同研究の促進を、教育面では看護教育に特化した相互の学生交流が

見込まれる。 

なお、愛知県と交流の実績があるバンコク都の公立大学と協定を締結することで、

公立大学としての役割を果たすとともにより強い相互の協力関係につながること

が期待される。 

日本における他の

協定大学 

部局間協定として大阪市立大学医学部などの実績はあるが、看護学部として日本

の大学と実質的な協定締結は初めてのことである。 

今後の計画 

2019 年 7 月にタイで開催されるセミナーに教員派遣予定。 

2019 年 8 月から 10 月にかけて相互に学生交流を予定。 

今後の研究交流の資金獲得のために、双方から日本学術振興会（JSPS）とタイ学

術会議（NRCT）に補助金申請を予定。 

 


